
2021年9月9日

渉外委員会 委員長
日賀野 聡

（索尼(中国)有限公司）

2021年度 特別委員会
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活動内容

白書の知財章
(建議)取り纏め

中国IPGの捉える知財課題解決に向けた渉外

知財関連法案/改正案
パブコメへの対応
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中国政府関連機関

意見交換の実施
（建議の打ち込み）



2021年度 活動体制

（順不同、敬称略）

企業名 氏名 所属 白書 特許 商標 IPG役職 所在地

1 ソニー（中国）有限公司 日賀野 聡 知的財産・標準本部 知的財産部 ◎ ・ ・ ●渉外委員長 北京

2
尼康映像儀器銷售（中国）有限公

司
余飛飛 法務課 ・ ・ 〇 上海

3 威可楷（中国）投資有限公司 高橋和久 法務・知的財産部 ・ ◎ ・ 上海

4 三菱重工業（中国）有限公司 木田共彦 知的財産部 ・ ・ ◎
●政策動向TF

副リーダ
上海

5 日産（中国）投資有限公司 早瀬賢一 北京研究開発部知的財産 ・ 〇 ・ 北京

6 アルプス（中国）有限公司 佐々木 雄高 法務部知的財産課 ・ 〇 ・ 上海

7 東芝（中国）有限公司 竹園 基 知的財産部 〇 ・ ・ ●IPGグループ長 北京

8 愛普生（中国）有限公司 殷振羽 法務・知識産権部 ・ ・ ○ 北京

9 鐘化企業管理（上海）有限公司 吉田裕志 ・ ・ 〇
●政策動向TF

リーダ
上海

10 理光（中国）投資有限公司 小幡正人 経営管理部知財科 〇 ・ ・
●特許流通
委員長

北京

11
本田技研工業（中国）投資有限公

司
西川達哉
/閻麗娟

知識産権部 ・ ・ 〇 ●自動車WG長 北京

12
電装（中国）投資有限公司 上海技

術中心
野々山律男 知識産権グループ 〇 ・ ・

●模倣品対策
委員長

上海

13 佳能（中国）有限公司 中野健二 知的財産本部 ・ ・ 〇
●デザインTF
副リーダ

北京

◎ リーダー

○ 主委員

・ 参加可能
13社体制（北京7社、上海6社）



①中国政府関連機関による
知財関連法案/改正案
パブコメへの対応
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中国IPG意見提出検討案件数： 10件

パブコメ対応実績
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中国IPG意見提出数

2015年～2019年 平均5.2

2020年ほどではないものの、2021年も知財関連法規のパブコメ案件数
は多い。

新体制によりパブコメ対応の負荷を分散して対応中



6

IPGパブコメ対応実績（2021年）

日付 募集機関 知財関連法案/改正案

2/9 知識産権局 医薬品専利紛争早期解決メカニズム行政裁決弁法（意見募集稿）

2/10 知識産権局 専利出願行為の規範化に関する弁法（意見募集稿）

3/3 知識産権局 重大な専利権侵害紛争の行政裁決弁法（意見募集稿）

3/23 最高人民法院 最高人民法院による植物新品種育成者権侵害に係る紛争案件の審理における具体的
な法律応用の問題に関する若干の規定（二）（意見募集稿）

5/6 知識産権局 専利出願行為の規範化に関する若干の規定の改正草案（意見募集稿）

6/11 知識産権局 商標審査及び審理基準（意見募集稿）

8/3 知識産権局 専利審査指南改正草案（意見募集稿）

8/17 知識産権局 商標の一般的違法に関する判断基準（意見募集稿）

8/19 最高人民法院 中華人民共和国反不正競争法」の適用における若干問題に関する
最高人民法院の解釈（意見募集稿）

8/31 国家市場監督管
理総局

電子商取引法 （意見募集稿）



②中国政府向け白書の
知財章取り纏め
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前年の白書をベースに、下記変化点を加え、

本年の白書の知財章<建議>を決定

２０２1年 白書

日本商会

中国ＩＰＧ

アンケート

パブコメ内容法改正状況

知財環境変化

２０２２年 白書

専門家チェック

白書作成手順

渉外委員会

秋頃の

見通し
課題の重要度変化を鑑み

棚卸を実施

2021年12月頃～

2022年1月頃の見通し



③中国政府関連機関との
意見交換の実施
（建議の打ち込み）
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建議の重要度層別⇒渉外テーマ
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大 ①模倣巧妙化への対処
②懲罰的賠償基準明確化
②情報公開の促進
④再犯防止
④知的財産権濫用基準の明確化
④司法・行政機関の期限配慮

中 ⑦適切な商標審理
⑦専利権冒認出願への対策
⑦知財保護プログラムの整備強化
⑦模倣品の海外流出への対応
⑪特許請求の範囲や明細書の記載要件及び補正制限の緩和
⑪実用新案権及び意匠権行使時の注意義務化
⑪賠償金額算定の文書提出命令

小 ⑭商標審査における情報提供制度の導入
⑭知財訴訟における技術調査官制度の拡充
⑭ライセンス技術の保証期間等
⑯職務著作精度の見直し
⑯専利権侵害に対する行政権限の適正化
⑯先使用権制度運用の適切化
⑲知的財産の流通
⑲意匠制度の見直
⑲判決の執行強化
㉒特許審査の迅速化・適格化

建議の重要度層別



最後に
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効率的かつ効果的に
皆様の声を関係機関に
お届けしてまいります！


